
　
　

序

伝
統
中
国
社
会
に
於
い
て
仏
教
徒
が
剃
髪
出
家
し
て
修
道
す
る
こ
と
は
、
自
ら
身
体
髪
膚
を
損
な
い
子
孫
を
断
つ
と
い
う
点
で
最
も
基
本
的

徳
目
で
あ
る
孝
の
否
定
に
繋
が
る
と
い
う
批
判
を
惹
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
教
側
は
、
出
家
修
道
し
衆
生
救
済
を
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
が

よ
り
広
い
意
味
で
の
真
の
孝
道
に
他
な
ら
な
い
等
の
独
自
の
孝
道
論
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
仏
教
信
仰
と
伝
統
社
会
と
の
間
に
生
じ
た
軋
轢

と
矛
盾
の
中
で
撰
述
さ
れ
た
の
が
、
中
国
撰
述
偽
経
『
佛
説
父
母
恩
重
經
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
。）

1
（

即
ち
『
佛
説
父
母
恩
重
經
』
は
、
世
俗
の
道

徳
倫
理
と
宗
教
信
仰
と
の
間
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
道
教
も
儒
・
仏
思
想
と
の
対
立
・
交
流
を
経
て
そ

の
思
想
を
深
化
さ
せ
て
い
く
過
程
で
、
こ
の
孝
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
道
教
は
世
俗
の
父
母
に
対
す
る
孝
を
重
ん
じ
る
こ
と

で
仏
教
に
対
抗
し
つ
つ
も
、
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
親
子
間
の
肉
体
的
生
命
継
承
の
根
底
に
、
よ
り
本
質
的
存
在
で
あ
る
「
道
氣
」
の
概
念
を

想
定
し
、
そ
の
「
道
氣
」
こ
そ
が
真
実
の
父
母
、
即
ち
「
眞
父
母
」
で
あ
る
と
見
做
し
、
そ
の
「
眞
父
母
」
に
対
す
る
孝
が
世
俗
の
孝
を
越
え

る
と
主
張
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
道
教
側
は
、
先
ず
『
佛
説
父
母
恩
重
經
』
を
踏
ま
え
る
形
で
『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』
を
撰
述

『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
を
巡
る
諸
問
題

　
　

―
―
「
始
相
」
の
語
を
中
心
に

山
田　
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『玄天上帝説報父母恩重經』を巡る諸問題――「始相」の語を中心に

し
、）

2
（

子
の
父
母
に
対
す
る
不
孝
と
い
う
五
逆
大
罪
を
解
消
す
る
た
め
に
は
本
経
を
写
経
し
、
誦
え
、
改
め
て
親
の
恩
に
報
い
る
べ
き
こ
と
を
太

上
老
君
が
説
く
。
こ
れ
に
次
い
で
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』
で
は
、）

3
（

同
様
に
父
母
の
恩
に
報
い
る
方
法
が
元
始

天
尊
の
口
か
ら
語
ら
れ
つ
つ
も
、
衆
生
は
そ
の
元
始
天
尊
こ
そ
が
「
衆
生
眞
父
母
」
で
あ
る
と
讃
え
る
。
つ
ま
り
、「
眞
父
母
」
に
対
す
る
孝

を
尽
く
す
こ
と
が
、「
眞
父
母
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
全
て
の
衆
生
に
対
す
る
孝
を
尽
く
す
こ
と
に
繋
が
る
と
説
く
に
至
っ
て
い
る
。

さ
て
、『
道
藏
』に
は
も
う
一
編「
父
母
恩
重
經
」が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
論
で
扱
う『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』で
あ
る
。）

4
（

『
太

上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』
と
い
う
経
題
の
「
太
上
老
君
」
の
語
を
「
玄
天
上
帝
」
と
入
れ
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
本
経

は
所
謂
「
武
当
道
教
経
典
」
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
三
編
の
道
教
「
父
母
恩
重
經
」
の
中
で
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の

み
が
や
や
異
な
っ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
本
経
は
三
編
の
中
で
最
も
短
い
経
典
だ
が
、
そ
の
前
半
部
分
は
か
な
り
抽
象
度
の
高
い
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
部
分
に
こ
そ
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
特
質
が
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
従
来
の
研
究

で
は
立
ち
入
っ
た
考
察
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
論
は
こ
の
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。）

5
（

　

一
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
背
景

『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、先
ず
「
縁
」
と
「
行
」
に
関
す
る
議
論
が
展
開
し
、続
け
て
「
始
相
」「
父
母
相
」「
我

相
」
と
言
っ
た
「
相
」
に
関
す
る
議
論
が
続
き
、こ
こ
で
前
半
が
終
わ
る
。
後
半
は
「
玄
帝
報
御
聖
號
」
と
題
し
て
、「
見
在
父
母
」「
過
去
父
母
」

へ
の
報
恩
を
述
べ
た
上
で
、「
玄
天
上
帝
」
を
称
揚
し
て
終
え
る
。
そ
の
後
、元
末
明
初
の
趙
宜
眞
（
〜
一
三
八
二
年
）
の
コ
メ
ン
ト
が
載
せ
ら
れ
、

「
玄
天
上
帝
」
の
転
生
故
事
と
父
母
へ
の
報
恩
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』『
太
上
眞
一
報
父
母
恩

重
經
』
の
内
容
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
り
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
特
有
の
「
縁
・
行
・
相
」
な
ど
の
思
想
と
は
特
に
関
係
し
な
い
。
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後
世
の
文
献
が
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
言
及
し
て
い
る
例
を
確
認
し
て
お
く
な
ら
ば
、
南
宋
「
嘉
泰
辛
酉
季
夏
（
一
二
〇
一
）」

の
序
が
あ
る
南
宋
・
天
慶
観
の
鶴
林
道
士
呂
太
古
『
道
門
通
教
必
用
集
』
巻
八
「
威
儀
編
」
に
は
、「
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
」
と
共
に
「
眞

武
報
父
母
恩
重
經
」
の
名
が
見
ら
れ
る
（『
道
門
通
教
必
用
集
』08/09b/06

）。）
6
（

『
道
門
通
教
必
用
集
』
の
記
載
で
は
経
題
が
「
眞
武
…
…
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
億
劫
以
來
、
莫
知
其
數
。
我
相
旣
立
、
始
相
旋
衰
」（『
同
』08/09b/09

）
の
句
は
現
行
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母

恩
重
經
』
の
「
我
旣
託
相
、
日
惱
父
母
、
令
我
父
母
、
日
夕
悲
酸
。
我
相
旣
有
、
父
相
母
相
、
日
漸
衰
朽
。
縁
我
相
故
、
令
我
父
母
始
相
沈
埋
。

父
母
男
女
、
輪
轉
無
已
」（『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』01a/08

）
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
現
行
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』

は
当
時
は
「
眞
武
報
父
母
恩
重
經
」
と
題
さ
れ
、現
行
経
題
は
後
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、同
時
に
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』

の
撰
述
時
期
の
下
限
は
嘉
泰
初
年
（
一
二
〇
一
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

次
に
、
呂
元
素
『
道
門
定
制
』
巻
五
に
は
「
眞
武
靈
應
眞
君
報
父
母
恩
德
經
一
卷
」（『
道
門
定
制
』05/09b/01

）
と
見
ら
れ
、）

7
（

巻
五
は
南
宋
・

淳
熙
戊
申
（
一
一
八
八
）
の
撰
述
と
さ
れ
て
い
る
。
経
題
の
み
で
内
容
の
確
認
は
出
来
ず
、
ま
た
経
題
が
現
行
本
と
は
一
部
異
な
っ
て
い
る
が
、

呂
元
素
と
呂
太
古
が
行
動
を
共
に
し
、
京
師
で
多
く
の
道
教
文
献
を
目
睹
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
道
門
通
教
必
用
集
』
の
例
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
現
行
本
相
当
文
献
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。）

8
（

次
に
、明
・
洪
武
二
十
年
（
一
三
八
七
）
の
序
の
あ
る
危
大
有
『
道
德
眞
經
集
義
』
が
引
く
元
・
何
心
山
の
第
五
十
二
章
注
に
は
「
蓋
塞
兊
閉
門
、

入
無
滅
有
、
於
子
知
母
、
乃
返
吾
初
、
終
其
身
而
用
之
不
勤
矣
。
若
開
兊
濟
事
、
則
一
念
一
動
、
迷
惑
本
來
、
毀
無
失
有
、
如
母
誕
子
、
托
相

萬
状
、
子
壯
母
衰
、
轉
輪
無
已
、
終
其
身
而
難
救
」（『
道
德
眞
經
集
義
』07/21b/01

）
と
見
ら
れ
る
。）

9
（

こ
の
一
文
は
典
拠
を
明
記
し
て
は
い
な
が
、

『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
「
若
世
衆
生
、
一
念
一
動
、
縁
行
俱
在
。
迷
惑
本
來
、
毀
無
失
有
」（『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』01a/05

）

を
踏
ま
え
る
も
の
と
思
わ
れ
、
何
心
山
注
の
続
く
一
文
「
托
相
萬
状
、
子
壯
母
衰
、
轉
輪
無
已
、
終
其
身
而
難
救
」
も
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母

恩
重
經
』
の
「
託
相
爲
有
、有
中
有
相
、相
化
萬
状
。
艱
難
苦
惱
、憂
慮
悲
戚
、悉
從
相
起
」（『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』01a/07

）
の
意
を
取
っ

3



『玄天上帝説報父母恩重經』を巡る諸問題――「始相」の語を中心に

た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
何
心
山
が
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
依
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

最
期
に
、
撰
述
時
期
不
明
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
明
代
頃
の
撰
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
が
「
宣
進
状
」
と
し
て
述
べ
る

「
臣
聞
、
乾
元
坤
元
、
乃
人
元
之
資
始
。
父
相
母
相
、
即
我
相
之
肇
基
」（『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』13b/02

）
か
ら
始
ま
る
一
段
は
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
内
容
を
概
説
す
る
も
の
で
あ
る
。）

10
（

以
上
か
ら
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
撰
述
時
期
は
一
二
〇
〇
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、）

11
（

更
に
は
後
世
の
文
献
が
『
玄

天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
内
容
に
言
及
す
る
場
合
、
い
ず
れ
も
前
半
の
「
相
」
に
関
わ
る
部
分
に
注
目
し
て
お
り
、
宋
代
以
降
、『
玄
天

上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
眼
目
は
「
相
」
を
説
く
部
分
に
在
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

二
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
思
想

　
　
　
（
一
）、「
縁
」
と
「
行
」

先
ず
、
本
経
冒
頭
の
「
縁
・
行
」
を
述
べ
る
箇
所
を
見
て
行
く
。）

12
（

　

 

奥
深
い
因
縁
は
人
為
に
よ
っ
て
修
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
奥
深
い
行
い
は
人
為
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ

が
、
具
体
的
な
修
道
を
修
め
る
こ
と
で
、
因
縁
を
修
め
て
奥
深
い
真
理
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
具
体
的
な
積
み
重
ね
を
積
み
、
行

い
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、そ
の
行
為
に
よ
っ
て
真
理
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
（
妙
縁
無
修
、妙
行
無
積
。
從
修
有
修
、修
縁
證
妙
。

從
積
有
積
、
積
行
通
妙
）（『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』01a/02
）。

先
ず
、「
縁
」
と
「
行
」
の
二
つ
の
概
念
が
言
わ
れ
、「
縁
」
は
「
修
」
と
い
う
行
為
と
関
連
付
け
ら
れ
、「
行
」
は
「
積
」
と
い
う
行
為
と
関

連
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
妙
」
な
る
「
縁
・
行
」
は
そ
も
そ
も
「
修
・
積
」
と
い
う
人
為
的
行
為
を
超
越
し
た
概
念
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
「
有
修
」「
有
積
」
と
い
う
限
定
的
な
行
為
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、「
妙
縁
」
を
悟
り
、「
妙
行
」
に
通
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と

4



述
べ
る
。

　
 

妙
本
（
＝
妙
縁
・
妙
行
）
は
無
よ
り
生
じ
、
修
・
積
は
有
と
い
う
行
為
よ
り
生
じ
る
。
妙
縁
を
広
く
具
体
的
に
述
べ
、
言
葉
で
明
確
に
示
す

こ
と
で
、
そ
れ
を
修
め
る
こ
と
を
勧
め
る
の
だ
。
妙
行
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
「
相
」
を
示
す
こ
と
で
（
行
い
を
）
積
ま
せ
る
の
だ
。
妙

縁
と
妙
行
、そ
の
双
方
を
修
め
積
ま
せ
る
の
だ
（
妙
本
從
無
、修
・
積
自
有
。
廣
演
妙
縁
、顯
言
勸
修
。
烜
赫
妙
行
、示
相
有
積
。
妙
縁
妙
行
、旣
通
修
積
）

（『
同
』01a/03
）。

「
妙
本
」
と
は
「
妙
縁
」「
妙
行
」
の
双
方
を
指
す
。
人
為
的
行
為
を
超
越
し
た
「
妙
本
」
は
「
無
」
よ
り
生
じ
る
と
表
現
さ
れ
、一
方
の
「
妙
本
」

を
求
め
る
た
め
の
「
修
・
積
」
と
い
う
人
為
的
行
為
は
「
有
」
よ
り
生
じ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
妙
本
（
＝
妙
縁
・
妙
行
）」
が
「
無
」
か
ら

生
じ
る
と
は
、
行
為
以
前
の
先
天
的
な
存
在
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
修
・
積
」
が
「
有
」
か
ら
生
じ
る
と
は
、
そ
れ
が
後
天
的
行
為
で
あ
る

こ
と
を
言
う
。
様
々
な
用
例
か
ら
広
く
「
妙
縁
」
を
説
明
し
、言
語
で
明
確
に
述
べ
る
こ
と
で
、「
修
」
と
い
う
行
為
を
勧
め
、明
確
に
「
妙
行
」

を
示
し
、
そ
の
具
体
的
あ
り
様
（
＝
「
相
」）
を
示
す
こ
と
で
、「
行
」
を
積
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
冒
頭
の
「
妙
縁
」「
妙
行
」
に
関
す
る
部
分
で
あ
り
、
先
天
的
な
「
妙
縁
」「
妙
行
」
に
よ
っ
て
人
間
の
本
質
は
存
在
す
る
が
、
そ

れ
ら
を
後
天
的
な
「
修
・
積
」
で
修
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。
こ
の
部
分
に
は
父
母
の
恩
に
報
い
る
こ
と
と
の
直
接
的
繋

が
り
は
全
く
窺
え
な
い
の
だ
が
、「
妙
縁
」「
妙
行
」
を
修
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
可
能
な
限
り
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ

に
「
相
」
の
概
念
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
続
く
一
段
で
、
両
親
の
具
体
的
「
相
」
と
、
そ
の
根
底
に
あ
る
よ
り
本
質
的
存
在
と
し
て

の
「
始
相
」
へ
と
話
題
は
移
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
妙
」
を
理
解
す
る
た
め
に
述
べ
ら
れ
る
具
体
的
説
明
で
あ
る
、
と
い
う
構
成
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
二
）、「
相
」

　

 

世
間
の
衆
生
は
、
そ
の
一
念
一
動
と
縁
・
行
の
全
て
が
関
わ
っ
て
い
る
。（
一
念
一
動
に
よ
り
）
本
来
の
在
り
方
が
失
わ
れ
、
無
（
＝
妙
縁
・

5
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妙
行
）
を
損
な
い
、
有
（
＝
修
・
積
の
行
為
）
を
失
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
例
え
ば
、
人
の
父
母
が
男
女
の
子
を
産
む
場
合
、
最
初
は
（
子

の
具
体
的
な
）「
相す
が
た」
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、（
両
親
の
）「
相
」
に
託
す
こ
と
で
子
供
が
誕
生
し
、
誕
生
す
る
と
（
子
の
）「
相
」
が
存

在
し
、（
成
長
す
る
に
伴
い
）
そ
の
「
相
」
は
様
々
に
変
化
し
て
い
く
。（
両
親
の
）
困
難
や
苦
悩
、
憂
い
や
悲
し
み
は
、
全
て
こ
の
「
相
」

か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
（
若
世
衆
生
、
一
念
一
動
、
縁
行
俱
在
。
迷
惑
本
來
、
毀
無
失
有
。
如
人
父
母
、
誕
生
男
女
、
始
相
不
見
、
託
相
爲
有
、
有
中
有
相
、

相
化
萬
状
。
艱
難
苦
惱
、
憂
慮
悲
戚
、
悉
從
相
起
）（『
同
』01a/05

）。）
13
（

人
間
の
本
質
的
在
り
方
と
し
て
常
在
し
て
い
る
は
ず
の
「
妙
縁
・
妙
行
」
は
、後
天
的
「
一
念
一
動
」
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
、そ
れ
を
「
修
め
」「
積

む
」
と
い
う
行
為
す
ら
も
見
失
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
両
親
が
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
相
」
と
は
具
体
的
姿
を
言
う
も
の
と
思
わ
れ
、
両
親
が
出
会
う
前
の
段
階
で
は
子
供
の
具
体
的
「
相
」
は
ま
だ
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、「
始
相
」
と
言
わ
れ
て
い
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、「
始
相
」
の
語
は
続
く
部
分
に
於
い
て

も
重
要
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
始
相
」
の
「
始
」
に
は
、
よ
り
本
質
的
・
根
源
的
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
、
前
段
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
妙
縁
・
妙
行
」
と
関
連
す
る
概
念
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
両
親
が
出
会
い
子
を
産
む
こ
と
で
、「
妙
縁
・
妙
行
」

は
や
が
て
生
ま
れ
る
子
供
の
本
質
的
存
在
（
＝
「
始
相
」）
と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
両
親
が
出
会
う
前
の
段
階
で
は
、
そ
れ
が
ま

だ
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。「
始
相
」
に
つ
い
て
は
本
論
後
段
で
改
め
て
考
え
た
い
。

『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
は
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

 

私
の
「
相
」
が
両
親
に
託
さ
れ
る
と
（
＝
両
親
が
懐
妊
す
る
と
）、
日
々
両
親
を
心
配
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
両
親
に
日
夜
辛
い
思
い
を
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
私
が
「
相
」
を
備
え
る
と
（
＝
生
ま
れ
育
つ
と
）、
両
親
の
「
相
」
は
日
々
衰
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
私
が
「
相
」

を
備
え
る
こ
と
で
、
両
親
の
「
始
相
」
は
埋
も
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
。
男
女
で
あ
る
両
親
が
（
子
を
産
み
、
そ
の
子
が
親
と
な
る

と
い
う
よ
う
に
）
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、「
相
」
が
あ
る
こ
と
で
、
全
て
が
同
様
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
だ
（
我
旣
託

6



相
、
日
惱
父
母
、
令
我
父
母
、
日
夕
悲
酸
。
我
相
旣
有
、
父
相
母
相
、
日
漸
衰
朽
。
縁
我
相
故
、
令
我
父
母
始
相
沈
埋
。
父
母
男
女
、
輪
轉
無
已
。
是
此
有
相
、

同
歸
苦
惱
）（『
同
』01a/08

）。

両
親
が
出
会
い
、
母
親
が
懐
妊
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
に
待
ち
受
け
る
出
産
・
養
育
等
の
、
両
親
の
多
大
な
労
苦
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
労
苦
の
中
で
、
両
親
の
本
質
的
存
在
を
意
味
す
る
「
始
相
」
は
徐
々
に
そ
の
本
来
の
あ
り
様
を
埋
も
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
男
女
が

出
会
い
子
孫
を
残
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
労
苦
の
中
で
こ
の
「
始
相
」
が
失
わ
れ
て
い
く
連
鎖
な
の
で
あ
る
。）

14
（

そ
の
た
め
、

　

 

私
は
今
日
よ
り
、
自
身
の
「
相
（
＝
私
と
い
う
存
在
）」
か
ら
貪
・
嗔
を
取
り
除
き
、（
心
の
）
鋭
さ
を
取
り
除
き
、（
心
が
）
平
等
で
あ
る

こ
と
を
思
い
、（
両
親
の
）「
始
相
」
に
報
い
る
こ
と
を
願
う
の
だ
。
自
身
の
「
始
相
」
が
大
い
な
る
快
楽
を
得
て
、
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
（
我
從
今
日
、
從
我
相
中
、
悉
滅
貪
嗔
、
悉
破
嶮
峻
、
持
念
平
等
、
用
報
始
相
。
使
我
始
相
、
大
得
快
樂
、
無
諸
苦
惱
）（『
同
』01b/01

）。

子
供
と
し
て
は
、こ
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、両
親
の「
始
相
」を
本
来
の
在
り
方
に
戻
す
こ
と
を
志
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は「
悉

滅
貪
嗔
、
悉
破
嶮
峻
、
持
念
平
等
」
か
ら
始
め
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
自
身
の
「
相
」
を
「
始
相
」
の
在
り
方
へ
と
戻
す
こ
と
で
、
両
親
を

経
て
継
承
さ
れ
る
べ
き
本
質
性
と
し
て
の
「
始
相
」
を
本
来
の
在
り
方
に
戻
す
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る
。「
破
嶮
峻
」
の
語
は
、
何
心
山
の

注
釈
も
参
照
す
る
な
ら
ば
、『
老
子
』
第
五
十
六
章
の
「
挫
其
鋭
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）

15
（

こ
の
心
の
平
静
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、

　

 

世
世
代
代
、そ
の
「
相
（
＝
各
世
代
の
具
体
的
あ
り
様
）」
は
完
全
な
も
の
と
な
り
、衰
退
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
の
だ
。
そ
の
上
で
、「
始
相
」

を
本
来
の
在
り
方
に
戻
す
こ
と
で
、「
相
」
へ
の
執
着
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
す
。「
相
」
へ
の
執
着
が
な
く
な
る
こ
と
で
、「
始
相
」
と

共
に
全
て
は
消
え
去
る
の
だ
（
世
世
生
生
、
託
相
全
具
、
不
致
衰
朽
。
然
後
滅
除
始
相
、
令
無
相
著
。
將
此
無
著
、
同
滅
始
相
）（『
同
』01b/04

）。）
15
（

自
身
の
「
相
（
＝
我
相
）」
は
父
母
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
る
「
始
相
」
の
具
体
的
現
れ
に
他
な
ら
ず
、「
我
相
」
が
平
穏
な
状
態
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、

そ
の
「
始
相
」
が
本
来
の
完
全
な
状
態
を
回
復
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
更
に
は
「
始
相
」
に
対
す
る
執
着
か
ら
解
放
さ
れ
る

こ
と
を
も
意
味
し
、「
始
相
」
は
「
無
」
へ
と
帰
着
す
る
。「
我
相
」「
始
相
」
に
執
着
し
て
い
る
限
り
、
苦
悩
が
連
鎖
す
る
こ
ち
ら
の
世
界
に

7
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留
ま
る
こ
と
に
な
り
、
執
着
を
捨
て
去
れ
ば
、
全
て
が
「
無
」
に
帰
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
 「

我
相
」
と
「
始
相
」
の
双
方
が
全
て
執
着
か
ら
解
放
さ
れ
る
。「
相
」
へ
の
執
着
が
な
く
な
れ
ば
、
何
も
見
え
ず
、
何
も
有
ら
ず
、
何
も

起
き
ず
、
何
も
為
さ
ず
、
障
碍
と
な
る
も
の
は
な
く
、
障さ

ま
たげ
ら
れ
ず
、
閉
ざ
さ
れ
ず
、
塞ふ
さ

が
れ
な
い
の
だ
（
我
相
始
相
、
悉
歸
無
著
。
相
旣
無
著
、

不
見
不
有
、
不
起
不
爲
、
無
礙
無
障
、
無
閉
無
塞
）（『
同
』01b/05

）。

全
て
の
「
相
」
は
「
始
相
」
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
「
始
相
」
を
「
無
」
へ
と
帰
す
こ
と
で
、「
無
礙
無
障
、
無
閉
無
塞
」
の
境
地
に
至
る
。「
無

閉
無
塞
」
の
句
は
、『
老
子
』
第
五
十
六
章
の
「
塞
其
兊
、
閉
其
門
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、
敢
え
て
塞
が
ず
、
閉
ざ
さ
な
い
こ
と
こ
そ
が
、
融

通
無
碍
な
在
り
方
で
あ
る
と
し
、『
老
子
』
の
表
現
を
越
え
る
空
無
の
境
地
を
言
い
、『
老
子
』
が
最
終
的
に
目
指
す
「
玄
同
」
を
更
に
超
え
る

境
地
を
目
指
す
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、最
後
に
「
自
然
と
全
て
の
患
い
は
消
え
去
り
、苦
海
か
ら
脱
す
る
の
だ
（
自
然
去
累
、不
墮
苦
海
）」（『
同
』

01b/07

）
と
述
べ
る
。

　
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
「
相
」
に
関
す
る
記
述
は
、
人
間
存
在
の
本
質
と
し
て
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
る
「
始
相
」
と
、
そ

れ
の
具
体
相
と
し
て
の
「
父
母
相
」「
我
相
」
に
起
因
す
る
現
実
生
活
に
於
け
る
「
始
相
」
の
衰
退
を
述
べ
た
上
で
、『
老
子
』
第
五
十
六
章
等

に
依
り
つ
つ
、
一
切
を
空
無
に
帰
す
こ
と
で
、『
老
子
』
を
超
え
る
境
地
を
述
べ
た
も
の
と
総
括
で
き
よ
う
。

　
　
（
三
）、
後
世
の
援
用

先
に
触
れ
た
様
に
、
鶴
林
道
士
呂
太
古
の
『
道
門
通
教
必
用
集
』
巻
八
は
「
持
念
天
尊
聖
號
、
轉
誦
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
、
眞
武
報
父

母
恩
重
經
」（『
道
門
通
教
必
用
集
』08/09b/05

）
と
「
天
尊
聖
號
」
を
唱
え
る
こ
と
と
、「
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
・
眞
武
報
父
母
恩
重
經
」
を

転
誦
す
る
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、

　

 

根
源
の
一
気
が
分
か
れ
、
九
気
と
な
っ
て
形
を
形
成
し
、
気
は
生
成
し
て
止
ま
ず
、
万
物
の
生
命
は
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
万
物

8



の
数
は
無
数
だ
が
、
そ
の
中
で
人
が
最
も
優
れ
て
い
る
。
人
は
そ
の
気
を
陰
陽
か
ら
受
け
て
い
る
の
だ
が
、
形
は
実
際
に
は
父
母
か
ら
授

か
っ
て
い
る
。
身
体
髪
膚
は
親
か
ら
子
へ
と
代
々
受
け
継
が
れ
、億
劫
以
来
そ
の
数
は
無
数
で
あ
る
。「
我
相
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
「
始

相
」
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、「
我
相
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
六
親
が
生
じ
、
次
々
と
分
か
れ
、
本
来
の
在
り
方
が
徐
々
に
失
わ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
。
世
代
と
身
に
つ
い
て
言
え
ば
古
今
は
異
な
る
が
、
善
悪
が
も
た
ら
す
結
果
に
つ
い
て
は
、
影
が
形
に
随
う

よ
う
に
決
し
て
離
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
関
連
し
て
い
る
の
だ
（
蓋
以
一
元
初
判
、
九
氣
結
形
、
氣
氣
不
停
、
生
生
相
續
。
萬
物
至
衆
、
唯
人
最
靈
。

雖
禀
氣
於
陰
陽
、
實
受
形
於
父
母
、
髮
膚
身
體
、
遞
代
相
傳
、
億
劫
以
來
、
莫
知
其
數
。
我
相
旣
立
、
始
相
旋
衰
、
因
我
相
故
、
遂
有
六
親
、
枝
沠
旣
分
、
源

流
漸
失
。
論
身
世
則
古
今
雖
異
、
致
善
惡
則
彼
此
相
關
、
如
影
隨
形
、
決
不
可
離
）（『
道
門
通
教
必
用
集
』08/09b/07

）。）
17
（

こ
こ
で
は
、
よ
り
本
質
的
根
源
の
一
気
（
＝
「
一
元
」）
と
、
肉
体
の
具
体
的
根
源
で
あ
る
「
父
母
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
始
相
」「
我

相
」
の
語
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
道
門
通
教
必
用
集
』
は
「
一
元
」
の
語
で
「
始
相
」
を
解
釈
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
呂
太
古
の
立
場

は
善
悪
の
行
為
が
も
た
ら
す
因
果
応
報
に
関
心
が
や
や
傾
い
て
い
る
様
で
あ
る
。
続
く
、「
昔
者
西
那
玉
國
天
尊
…
…
」（『
道
門
通
教
必
用
集
』

08/10a03

）
の
一
段
は
『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』（01a/02

）
に
依
る
と
思
わ
れ
、「
過
去
父
母
者
、
身
脱
幽
都
、
耳
聆
眞
諦
、
使
九
泉
之
下
、

無
報
對
之
冤
、而
三
界
之
中
、獲
逍
遥
之
樂
」（『
道
門
通
教
必
用
集
』08/10a/09

）
の
文
は
、本
論
次
節
で
見
る
「
玄
帝
報
恩
聖
號
」
に
依
っ
て
い
る
。

次
に
、
危
大
有
『
道
德
眞
經
集
義
』
が
引
く
元
・
何
心
山
の
第
五
十
二
章
注
の
状
況
を
見
る
。

　

 

何
氏
注
。
…
…「
そ
の
門
を
閉
ざ
す
」と
は
、心
を
大
道
と
一
体
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
外
界
の
事
物
に
対
す
る
様
々
な
思
い
が
内
面
に
入
っ

て
来
る
こ
と
が
な
く
、
内
面
で
集
中
し
た
思
い
が
外
界
に
向
け
て
散
漫
と
な
る
こ
と
が
な
い
。
…
…
兊
を
塞
ぎ
、
門
を
閉
じ
れ
ば
、
無
の

境
地
に
入
り
、
現
象
を
無
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
の
場
合
は
そ
の
母
を
知
り
、
自
身
の
根
源
へ
と
戻
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
一

生
涯
疲
弊
す
る
こ
と
は
な
い
。
兊
を
開
い
て
事
物
と
接
す
れ
ば
、
一
念
一
動
に
於
い
て
本
来
の
在
り
方
を
見
失
い
、
無
の
境
地
を
損
な
い
、

事
物
と
の
正
し
い
関
わ
り
方
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
母
が
子
を
産
み
、
子
供
の
「
相
」
が
様
々
に
変
化
し
、
子
が
生
長
す
る
に

9



『玄天上帝説報父母恩重經』を巡る諸問題――「始相」の語を中心に

つ
れ
て
母
は
衰
退
し
、
そ
れ
が
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
遂
に
は
救
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
だ
（
何
氏
曰
…
…
閉
其
門
者
、
冥
心
大
道

也
。
外
想
不
入
、
内
想
不
出
。
…
…
蓋
塞
兊
閉
門
、
入
無
滅
有
。
於
子
知
母
、
乃
返
吾
初
。
終
其
身
而
用
之
不
勤
矣
。
若
開
兊
濟
事
、
則
一
念
一
動
、
迷
惑
本

來
、
毀
無
失
有
、
如
母
誕
子
、
托
相
萬
状
、
子
壯
母
衰
、
轉
輪
無
已
、
終
其
身
而
難
救
）（『
道
德
眞
經
集
義
』07/21a/09

）。

『
老
子
』
第
五
十
二
章
の
内
容
を
解
釈
し
、
先
ず
「
兊
・
門
」
を
閉
ざ
し
、「
外
想
不
入
、
内
想
不
出
」
と
、
外
界
の
事
物
に
対
し
て
心
の
働

き
が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
。『
老
子
』
の
注
釈
で
こ
う
し
た
姿
勢
が
言
わ
れ
る
の
は
、
宋
代
以
降
常
態
化
す
る
。）

18
（

そ
の

具
体
例
と
し
て
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
を
引
く
の
だ
が
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
が
敢
え
て
「
塞
ぐ
」「
閉
ざ
す
」
等
を
超

え
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
と
は
立
場
を
異
に
し
、
何
心
山
の
場
合
は
『
老
子
』
に
忠
実
な
立
場
か
ら
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
を
解

釈
し
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
「
始
相
」
の
語
を
何
心
山
は
「
吾
初
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

最
期
に
『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
の
例
を
見
る
。
そ
の
「
宣
進
状
」
と
し
て
述
べ
る
一
段
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
乾
坤
は
人
の
根
源
で
あ
り
、「
父
相
母
相
」
は
「
我
相
」
の
基
盤
で
あ
る
。（
親
か
ら
子
へ
の
）
生
生
は
窮
ま

る
こ
と
な
く
、（
親
の
子
に
対
す
る
）
思
い
は
続
き
、（
親
は
）
苦
労
苦
悩
し
続
け
る
。
自
分
は
（
両
親
の
）
縁
を
受
け
て
生
じ
た
後
に
育

ま
れ
、
そ
の
恩
を
振
り
返
る
と
、
ど
う
し
て
そ
れ
に
報
い
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
至
人
は
道
の
本
原
に
達
し
、
優
れ
た
心
の
持
ち
主
は

真
父
母
を
知
る
。
貪
・
嗔
を
滅
し
、
鋭
さ
を
な
く
す
こ
と
が
、
恩
に
報
い
る
方
法
で
あ
る
。
迷
い
を
な
く
し
、
愛
情
を
取
り
除
け
ば
、
自

然
と
煩
わ
し
さ
は
消
え
る
の
だ
。「
有
相
」
を
「
無
相
」
へ
と
返
し
、
真
空
と
言
い
な
が
ら
実
は
空
で
も
な
い
。
こ
れ
が
解
脱
の
門
に
入

る
こ
と
で
あ
り
、
逍
遥
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
（
臣
聞
、
乾
元
坤
元
、
乃
人
元
之
資
始
、
父
相
母
相
、
即
我
相
之
肇
基
。
生
生
不
窮
、
念

念
相
續
、
艱
難
苦
惱
。
縁
茲
而
後
有
長
育
、
顧
復
何
思
之
能

。
至
人
達
道
本
原
、
大
意
識
眞
父
母
。
滅
貪
嗔
、
除
險
峻
、
所
以
報
恩
。
空
結
習
、
割
愛
情
、

自
然
去
累
。
使
有
相
歸
於
無
相
、
號
眞
空
而
實
不
空
。
是
爲
入
解
脱
門
、
可
以
到
逍
遥
境
）（『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』13b/02

）。

人
間
存
在
の
根
源
と
し
て
の
「
乾
元
坤
元
」
と
並
べ
て
「
父
相
母
相
」
を
「
我
相
」
の
基
盤
と
明
確
に
位
置
付
け
、
空
無
の
「
解
脱
門
」
に
入

10



る
こ
と
が
「
報
恩
」
の
手
段
で
あ
る
と
述
べ
る
。
基
本
的
に
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
が
、
こ
こ

で
は
「
始
相
」
の
代
わ
り
に
「
眞
父
母
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
眞
父
母
」
の
語
は
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
は
見
ら
れ
ず
、

道
教
の
「
父
母
恩
重
經
」
で
「
眞
父
母
」
の
語
を
用
い
る
の
は
『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
太
上
眞
一
報
父
母

恩
重
經
』
を
も
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
は
、肉
体
的
継
承
を
超
え
た
存
在
の
根
源
で
あ
る
「
始
相
」
の
語
を
「
乾

元
坤
元
」
と
解
釈
し
、「
眞
父
母
」
の
語
を
用
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
は
最
後
に
、「
正
妙
通
妙
、
顯
言
有
修
、
誓
不

負
報
恩
之
訓
。
始
相
我
相
、
悉
歸
無
着
、
願
早
登
眞
一
之
門
」（『
同
』14a/10

）
と
引
き
、「
妙
（
＝
妙
縁
・
妙
行
）」
に
通
じ
、
そ
れ
を
修
め
る
こ

と
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
父
母
の
恩
に
報
い
る
教
え
で
あ
り
、「
始
相
・
我
相
」
を
無
に
帰
す
こ
と
が
「
眞
一
之
門
」
に
い
ち
早
く
登
る
方

途
で
あ
る
と
す
る
。「
眞
一
之
門
」
の
語
は
『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』
の
経
題
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）

19
（

以
上
の
後
代
の
文
献
に
於
け
る
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
使
用
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、
何
心
山
の
例
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
本
来

の
文
脈
に
沿
う
形
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
そ
の
一
方
、「
始
相
」
の
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
一
元
」「
吾
初
」「
乾
元
坤
元
」「
眞
父
母
」

等
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
始
相
」
と
い
う
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
語
を
よ
り
分
か
り
や
す
い
語
に
置
き
換
え
解
釈
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

二
、「
玄
帝
報
恩
聖
號
」

　
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
続
く
一
段
「
玄
帝
報
恩
聖
號
」
は
、
前
段
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
を
踏
ま
え
、
父
母
に
対
す
る
報
恩
が
言

わ
れ
る
。

　

 

玄
天
上
帝
が
応
化
の
た
め
に
様
々
な
姿
を
現
す
こ
と
に
、
心
か
ら
帰
依
し
、
礼
を
捧
げ
る
。
玄
天
上
帝
は
、
我
等
衆
生
が
「
相
」
を
具
え
、

そ
れ
が
両
親
に
託
さ
れ
、（
母
親
は
）
十
箇
月
懐
妊
し
、
三
年
間
授
乳
し
、
両
親
は
様
々
な
苦
労
を
し
、
僅
か
な
時
に
も
慇
懃
に
（
子
を
）

11



『玄天上帝説報父母恩重經』を巡る諸問題――「始相」の語を中心に

思
う
こ
と
で
、
両
親
が
日
々
弱
っ
て
行
く
こ
と
を
憐
れ
ん
だ
。
私
は
今
、
心
の
平
等
を
保
つ
こ
と
で
、
険
し
さ
や
貪
・
嗔
を
取
り
去
り
、

玄
天
上
帝
を
師
と
し
て
拝
す
る
こ
と
で
、（
両
親
の
）
恩
を
思
い
、「
本
」
に
報
い
よ
う
と
す
る
の
だ
。
今
の
父
母
が
幸
福
で
長
寿
で
あ
り
、

過
去
の
父
母
が
解
脱
す
る
こ
と
を
願
う
。
大
聖
大
慈
大
仁
大
孝
八
十
二
化
報
恩
教
主
佑
聖
真
武
冶
世
福
神
玉
虚
師
相
玄
天
上
帝
金
闕
化
身

天
尊
に
帰
依
す
る
（
志
心
皈
命
禮
、
玄
元
應
化
、
武
曲
分
眞
。
垂
念
我
等
衆
生
有
相
、
託
生
父
母
、
懷

十
月
、
乳
哺
三
年
、
辛
苦
百
千
、
殷
勤
寸
念
、
令

我
父
母
、
日
漸
衰
朽
。
我
今
持
念
平
等
、
悉
滅
嶮
峻
貪
嗔
、
禮
帝
爲
師
、
祈
恩
報
本
。
願
我
見
在
父
母
、
福
壽
增
延
、
過
去
父
母
、
早
得
超
生
。
大
聖
大
慈
大

仁
大
孝
八
十
二
化
報
恩
教
主
佑
聖
眞
武
冶
世
福
神
玉
虛
師
相
玄
天
上
帝
金
闕
化
身
天
尊
）（『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』02a/02

）。

「
玄
帝
報
恩
聖
號
」
で
は
、
前
段
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
相
」
を
無
へ
と
返
す
と
い
う
考
え
は
後
へ
と
退
き
、
玄
元
上
帝
に
帰
依
し
、
自
身
が

自
身
の
心
の
平
静
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、「
現
在
父
母
」「
過
去
父
母
」
の
全
て
が
救
わ
れ
る
の
だ
と
述
べ
、
父
母
に
対
す
る
報
恩
と
、「
金
闕

天
尊
」
の
第
八
十
二
番
目
の
化
身
で
あ
る
玄
天
上
帝
に
対
す
る
信
仰
の
一
貫
性
を
述
べ
て
い
る
。「
祈
恩
報
本
」
と
あ
る
「
本
」
は
「
過
去
父
母
」

を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
段
の
「
相
」
を
述
べ
た
箇
所
で
は
、
最
終
的
に
一
切
を
空
無
へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
こ
と
で
父
母
を
も
含
む
全
て
が
救
わ

れ
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
は
、
そ
れ
が
報
恩
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
一
方
で
玄
天
上
帝
に
対
す
る
信
仰
は
窺
え
な
か
っ
た
。
一
切
を
空

無
へ
と
昇
華
さ
せ
る
立
場
で
は
、
寧
ろ
そ
う
し
た
個
別
の
信
仰
す
ら
無
に
帰
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。「
玄
帝
報
恩
聖
號
」
は
同
様
に
「
相
」
に

言
及
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
一
気
に
玄
天
上
帝
に
対
す
る
信
仰
へ
と
引
き
戻
す
内
容
で
あ
り
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
と
い
う
経
題
と

の
直
接
的
関
係
性
が
窺
え
る
。

　
　

三
、
趙
宜
眞
の
コ
メ
ン
ト

趙
宜
眞
は
『
仙
傳
外
科
祕
方
』（
一
三
七
八
年
刊
行
）
の
撰
の
有
る
、
明
・
浚
儀
原
陽
子
趙
宜
眞
の
こ
と
で
あ
る
。）

20
（

趙
宜
眞
の
コ
メ
ン
ト
は
、「
泰

12



清
大
帝
」
が
「
第
八
十
二
次
化
身
」
と
し
て
「
淨
樂
國
王
」
と
「
聖
母
妙
祥
天
主
」
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
太
和
山
で
修
行
の
結
果
、
玄
天
上

帝
と
な
る
故
事
か
ら
始
ま
る
。

　

 
昔
、
泰
清
大
帝
は
第
八
十
二
番
目
の
化
身
と
し
て
、
そ
の
身
を
聖
父
浄
楽
国
王
と
聖
母
妙
祥
天
主
に
託
し
、
太
子
と
し
て
生
を
受
け
た
。

七
歳
に
し
て
、
親
元
を
離
れ
国
を
去
り
、
太
和
山
に
こ
も
っ
て
修
道
し
た
。
四
十
二
年
後
、
修
行
は
完
成
し
仙
挙
し
、
北
方
を
修
め
る
神

と
な
り
、
玄
天
上
帝
と
な
っ
た
（
昔
泰
清
大
帝
、
第
八
十
二
次
化
身
、
托
聖
父
淨
樂
國
王
、
聖
母
妙
祥
天
主
、
降
生
爲
太
子
。
纔
七
歳
、
即
離
親
去
國
、

潛
身
人
太
和
山
中
修
道
。
歴
四
十
二
年
、
功
成
冲
舉
、
位
鎭
北
方
、
爲
玄
天
上
帝
）（『
同
』02a/10

）。

「
泰
清
大
帝
」
が
化
身
を
繰
り
返
し
、
第
八
十
一
回
目
に
「
老
君
」
と
な
る
と
い
う
一
般
的
転
生
譚
を
踏
ま
え
、
更
に
第
八
十
二
回
目
に
「
玄

武
」
に
転
生
し
た
と
い
う
こ
の
故
事
は
、
上
記
「
玄
帝
報
恩
聖
號
」
を
踏
ま
え
る
も
の
だ
が
、
南
宋
・
陳
伀
が
注
釈
を
付
し
た
『
太
上
説
玄
天

大
聖
眞
武
本
傳
神
咒
妙
經
』
の
本
文
中
に
確
認
さ
れ
、
遅
く
と
も
南
宋
以
前
に
於
い
て
一
定
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
、
趙
宜
眞
が
明
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
明
代
撰
と
さ
れ
て
い
る
『
元
始
天
尊
説
北
方
眞
武
妙
經
』
の
記
述
な
ど
も
参
照
さ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。）

21
（

　

 （
玄
天
上
帝
は
）
両
親
が
自
ら
を
生
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
恩
を
感
じ
、
こ
の
経
典
を
説
い
た
。
善
き
信
仰
を
持
つ
男
女
は
玄
天
上
帝
の
聖

な
る
教
え
を
体
得
す
べ
き
だ
。
孝
行
の
道
を
心
に
留
め
て
三
年
斎
戒
し
、（
玄
天
上
帝
の
）
聖
号
を
一
万
八
千
回
唱
え
、「
道
蔵
」
の
篇
目

の
数
に
基
づ
く
こ
と
で
、両
親
の
三
年
の
養
育
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
（
感
父
母
生
恩
之
重
、故
説
此
經
。
若
有
善
信
男
女
、體
玄
天
聖
訓
。

以
孝
道
存
心
、
持
齋
三
年
、
禮
念
聖
號
一
萬
八
千
遍
、
以
按
道
經
一
藏
篇
目
之
數
、
以
答
父
母
三
年
乳
哺
之
恩
）（『
同
』02b/04

）。

「
玄
天
上
帝
」
は
自
分
に
生
を
授
け
た
両
親
に
対
す
る
恩
に
報
い
る
た
め
本
経
を
撰
述
し
、信
心
あ
る
も
の
が
こ
れ
を
数
多
く
唱
え
る
こ
と
で
、

父
母
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
併
せ
て
、

　

 

志
あ
る
者
は
、
こ
の
経
典
の
意
味
を
詳
し
く
問
い
、
道
功
に
精
進
す
べ
き
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
億
劫
四
重
の
恩
で
あ
っ
て
も
報
い
る
こ
と

13



『玄天上帝説報父母恩重經』を巡る諸問題――「始相」の語を中心に

が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、九
幽
三
途
に
苦
し
む
者
も
救
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。単
に
父
母
の
恩
に
報
い
る
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。「
伝
」が「
仙

経
は
万
巻
だ
が
、
忠
孝
が
最
も
重
要
だ
」）

22
（

と
言
い
、
ま
た
「
一
人
の
子
が
道
を
学
べ
ば
、
九
代
ま
で
の
祖
先
が
昇
天
す
る
」）

23
（

と
も
言
っ
て

い
る
の
は
、こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
玄
門
嗣
教
浚
儀
趙
宜
が
真
書
す
る
（
有
志
之
士
、又
能
尋
詳
經
義
、精
進
道
功
。
雖
億
劫
四
重
之
恩
、皆
可
以
報
。

而
九
幽
三
途
之
苦
、
亦
可
以
濟
矣
。
豈
但
報
父
母
之
恩
而
已
哉
。
傳
曰
、
仙
經
萬
卷
、
忠
孝
爲
先
、
又
曰
、
一
子
學
道
、
則
九
祖
生
天
、
其
斯
之
謂
歟
。
玄
門

嗣
教
浚
儀
趙
宜
眞
書
）（『
同
』02b/07

）。

本
経
を
唱
え
る
こ
と
で
、
父
母
を
救
済
出
来
る
だ
け
で
は
な
く
、「
九
幽
三
途
」
に
苦
悩
す
る
死
者
を
も
救
済
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
、
父

母
報
恩
を
越
え
た
救
済
力
が
本
経
に
は
あ
る
と
し
て
終
え
る
。

　
　

結
語

そ
も
そ
も
具
体
的
な
有
り
様
を
意
味
す
る
「
相
」
の
語
は
、
親
子
関
係
と
し
て
は
、
例
え
ば
僧
伽
提
婆
訳
『
増
壹
阿
含
經
』
に
、「
父
母
が

共
に
い
て
、
父
の
〈
相
〉
に
子こ
だ
ね種
が
あ
っ
て
も
、
母
の
〈
相
〉
に
子
種
が
な
け
れ
ば
、
胎
児
は
宿
ら
な
い
（
若
復
有
時
父
母
集
在
一
處
、
父
相
有
子
、

母
相
無
子
、
則
不
成
胎
）」）

24
（

と
、
両
親
の
具
体
的
な
身
体
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
指
す
「
相
」
の
語
の
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

と
連
動
し
た
人
間
の
本
質
を
意
味
す
る
「
始
相
」
の
語
の
使
用
は
確
認
出
来
な
い
。

一
方
、『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
以
降
の
事
例
と
な
る
と
、
明
代
頃
の
撰
述
と
推
測
さ
れ
る
『
太
上
元
始
天
尊
説
寶
月
光
后
聖
母
天

尊
孔
雀
明
王
經
』
に
「
始
相
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
遙
か
昔
に
「
上
宮
」
に
出
現
し
た
「
國
王
之
身
」
は
、
根
源
的
存
在
で
あ
る

「
帝
尊
」
が
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
り
、「
帝
尊
」
は
「
湛
寂
」
と
し
た
「
玄
妙
」
の
極
致
で
、
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。
そ
れ
が
「
始
相
」

で
あ
る
と
さ
れ
る
。）

25
（

即
ち
、
そ
の
時
々
に
様
々
な
姿
を
以
っ
て
顕
現
す
る
存
在
の
、
不
変
的
な
本
質
を
「
始
相
」
は
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
の
「
始
相
」
の
語
の
意
味
す
る
所
は
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
「
始
相
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
言
え
よ
う
。

14



こ
の
『
太
上
元
始
天
尊
説
寶
月
光
后
聖
母
天
尊
孔
雀
明
王
經
』
は
、『
聖
母
孔
雀
明
王
尊
經
啓
白
儀
』『
太
上
元
始
天
尊
説
孔
雀
經
白
文
』
と

本
来
は
上
中
下
の
三
巻
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
『
太
上
元
始
天
尊
説
孔
雀
經
白
文
』
の
最
末
尾
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

 
詳
し
く
述
べ
る
な
ら
ば
、
も
と
も
と
は
武
当
山
太
岳
に
あ
っ
た
。
太
和
紫
霄
宮
の
李
提
点
が
捨
身
崖
洞
内
部
で
『
度
人
經
』
一
部
八
十
五

巻
を
入
手
し
、
そ
の
後
段
に
こ
の
『
道
門
孔
雀
經
』
一
部
三
巻
が
附
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
入
手
し
洞
か
ら
出
て
、
紫
霄
宮
に
戻
っ
て

見
て
み
る
と
、
道
・
釈
両
教
に
共
通
す
る
教
え
で
あ
っ
た
。
…
…
大
明
万
暦
三
十
五
年
、
歳
次
丁
未
上
元
吉
日
、
正
一
嗣
教
凝
誠
至
道
闡

玄
弘
大
真
人
、掌
天
下
道
教
事
張
國
祥
、奉
旨
校
梓
す
（
詳
夫
此
經
、原
所
處
在
武
當
太
岳
。
太
和
紫
霄
宮
李
提
點
、於
捨
身
崖
洞
裏
尋
得
度
人
經
一
部
、

計
八
十
五
卷
、
後
載
此
道
門
孔
雀
經
一
部
三
卷
。
取
出
洞
門
、
歸
宮
觀
之
、
此
乃
道
釋
兩
門
之
化
也
。
…
…
大
明
萬
暦
三
十
五
年
歳
次
丁
未
上
元
吉
日
、
正
一

嗣
教
凝
誠
至
道
闡
玄
弘
大
眞
人
、
掌
天
下
道
教
事
張
國
祥
、
奉
旨
校
梓
）。）

26
（

こ
の
三
巻
の
道
典
は
「
度
人
經
一
部
計
八
部
十
五
卷
」
の
後
半
に
付
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、「
武
當
太
岳
捨
身
崖
洞
」
に
於
い
て
「
太
和
紫

霄
宮
李
提
點
」）

27
（

が
入
手
し
、そ
れ
を
明
の
万
暦
三
十
五
年（
一
六
〇
七
）に
張
國
祥
が「
校
梓
」し
た
も
の
と
さ
れ
る
。）

28
（

こ
れ
を
信
じ
る
な
ら
ば
、『
玄

天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
と
『
道
門
孔
雀
經
』
三
巻
と
い
う
、
武
当
山
と
関
連
す
る
二
つ
の
道
典
で
「
始
相
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
武
当
の
玄
元
大
帝
の
歴
代
化
身
応
現
の
観
念
の
中
で
「
始
相
」
の
語
が
援
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
先
に
撰

述
さ
れ
た
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
基
づ
い
て
「
始
相
」
の
語
を
『
太
上
元
始
天
尊
説
寶
月
光
后
聖
母
天
尊
孔
雀
明
王
經
』
が
用
い

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。）

29
（

こ
う
し
た
本
質
的
存
在
を
意
味
す
る
「
始
相
」
の
語
の
よ
り
早
い
時
期
の
用
例
を
他
に
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
が
、
例
え
ば
、
鳩

摩
羅
什
訳
『
小
品
般
若
波
羅
蜜
經
』
に
は
「
是
菩
薩
得
是
本
相
。
所
謂
得
見
深
般
若
波
羅
蜜
」）

30
（

と
現
象
の
本
質
を
意
味
す
る
「
本
相
」
の
語
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
「
本
相
」
の
語
は
、
唐
代
に
は
撰
述
さ
れ
て
い
た
道
典
『
太
上
妙
法
本
相
經
』
が
援
用
す
る
所
と
な
る
。）

31
（

ま
た
、
仏
教
文
献

の
『
大
乘
起
信
論
』
に
は
本
質
相
と
個
別
相
を
意
味
す
る
「
總
相
」「
別
相
」
の
語
が
見
ら
れ
、）

32
（

『
宗
鏡
録
』
も
「
總
相
・
別
相
」
を
言
う
。）

33
（

或

15



『玄天上帝説報父母恩重經』を巡る諸問題――「始相」の語を中心に

い
は
論
者
が
か
つ
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
北
宋
・
晁
迥
（
九
五
一
〜
一
〇
三
四
）
の
『
昭
德
新
編
』
に
は
、
時
と
共
に
衰
退
す
る
肉
体
を
表

す
る
「
空
相
」
と
、
唯
一
の
不
変
的
存
在
で
あ
る
「
神
」
を
表
す
る
「
實
相
」
の
概
念
が
見
ら
れ
た
。）

34
（

こ
う
し
た
、
現
象
と
そ
の
根
底
に
存
在

す
る
不
変
的
存
在
を
意
味
す
る
「
相
」
を
巡
る
概
念
の
系
譜
の
上
に
、「
始
相
」
の
語
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。「
相
」
を
巡
る

思
想
史
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

改
め
て
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
全
体
の
構
成
を
見
る
な
ら
ば
、
冒
頭
の
「
縁
・
行
」
を
述
べ
た
箇
所
の
み
が
や
や
異
質
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。
そ
こ
で
は
「
縁
・
行
」
を
巡
る
原
理
的
な
事
柄
が
空
無
を
基
調
と
す
る
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
父
母
へ
の
報
恩
と
直
接

関
わ
る
内
容
で
は
な
い
。
続
く
「
相
」
を
述
べ
る
一
段
で
父
母
と
の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
「
相
」
以
降
の
部
分
で
は
、

父
母
か
ら
子
へ
と
い
う
生
成
の
連
鎖
が
続
く
中
で
の
両
親
の
苦
悩
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
道
教
の
他
の
二
編
の
「
父
母
恩
重
經
」
の
内
容

と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
本
経
の
構
成
と
し
て
は
、
冒
頭
の
原
理
的
内
容
の
具
体
的
説
明
と
し
て
「
父
母
相
」
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
文
献
的
に
は
「
父
母
相
」
に
関
す
る
言
説
が
先
行
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
に
原
理
的
内
容
を
説
く
冒
頭
の
記
述

が
後
か
ら
冠
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
他
の
二
編
の
「
父
母
恩
重
經
」
の
内
容
は
玄
天
上
帝
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

玄
天
上
帝
は
泰
清
大
帝
が
第
八
十
二
番
目
に
転
生
し
た
具
体
的
「
相
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
無
数
の
因
縁
と
修
道
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
因
縁
と
修
道
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
時
代
時
代
に
出
現
し
て
い
た
玄
天
上
帝
と
い
う
「
相
」
と
、
そ
の
根
底
に

存
在
す
る
一
定
不
変
の
よ
り
本
質
的
存
在
と
し
て
の
「
始
相
」、
そ
し
て
、
そ
れ
を
父
母
へ
の
報
恩
と
結
び
つ
け
る
た
め
に
、『
玄
天
上
帝
説
報

父
母
恩
重
經
』
の
冒
頭
の
一
段
は
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、宋
代
に
於
け
る
真
武
経
典
の
編
纂
と
流
布
の
高
ま
り
を
背
景
に
「
父

母
恩
重
經
」
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
真
武
大
帝
の
歴
代
応
現
に
係
る
本
質
相
と
個
別
相
に
就
い
て
、「
相
」
の
思
想
系
譜
を
取
り

込
ん
で
本
経
は
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。）

35
（

一
方
、
後
代
の
文
献
の
引
用
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
父
母
へ
の
孝
を
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
浄
明
道
関
連
文
献
に
引
用
さ
れ
る
傾
向
も
窺
え
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
近
世
以
降
の
「
父
母
恩
重
經
」
受
容
の
一
形
態
で
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17

あ
る
と
言
え
る
。

（
注
）

（
1
） 『
佛
説
父
母
恩
重
經
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
八
十
五
巻
「
古
逸
部
全
・
疑
似
部
全
」
所
収
。
大
藏
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
一
年
版
）。
テ
ク
ス
ト

問
題
も
含
み
、
仏
典
『
佛
説
父
母
恩
重
經
』
を
専
論
す
る
先
行
研
究
は
多
数
で
あ
る
た
め
、
そ
の
紹
介
は
省
略
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
大
周
刊
定
衆
經
目

録
』
に
「
佛
説
父
母
恩
重
經
一
巻
」（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
五
十
五
巻
「
目
録
部
」
所
収
。p.474a

）
と
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
ま
で

に
は
撰
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
中
国
の
伝
統
的
孝
道
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
道
端
良
秀
「
唐
代
佛
教
と
家
族
倫
理
―
―
父

母
恩
重
經
に
つ
い
て
―
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
一
九
五
三
年
一
巻
二
号
）、
吉
川
忠
夫
「
孝
と
佛
教
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
國
中
世
社
會
と
宗
教
』

所
収
。
道
氣
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
小
南
一
郎
「
敦
煌
の
孝
子
傳
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
三
教
交
渉
論
叢
』
所
収
。
道
氣
社
、
二
〇
〇
五
年
）
等
を
参
照
。

（
2
） 『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』（『
正
統
道
藏
』
第
一
九
冊
所
収
。
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
七
年
）。『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
撰
述
時
期

に
つ
い
て
は
、
任
繼
愈
主
編
『
道
藏
提
要
（
修
訂
本
）』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
は
「
著
作
年
代
不
詳
」（p.52

）
と
し
、K

ristofer 
Schipper &
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（
以

下
、Schipper

『
道
藏
通
考
』
と
略
称
す
る
）
は
秋
月
観
暎
論
文
を
踏
ま
え
て
唐
代
と
し
（p.538

）、
蕭
登
福
編
『
新
脩
正
統
道
藏
總
目
提
要
』（
巴
蜀
書

社
、
二
〇
二
一
年
。
以
下
、
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
と
略
す
）
は
隋
唐
の
際
と
す
る
（p.904

）。
秋
月
観
暎
「
道
教
と
仏
教
の
父
母
恩
重
經
―
―
兩

經
の
成
立
を
巡
る
諸
問
題
―
―
」（『
宗
教
研
究
』
三
九
（
四
）、
一
九
六
六
年
）
は
八
世
紀
前
半
頃
の
成
立
と
し
、
岡
部
和
雄
「『
父
母
恩
重
經
』
中
的
儒

教
・
佛
教
・
道
教
」（『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
九
六
年
第
二
期
）
は
「
こ
の
経
典
の
撰
述
時
期
は
更
に
遅
く
、
お
よ
そ
唐
末
か
ら
五
代
の
撰
述
と
考
え
ら

れ
る
」（p.24

）
と
す
る
。
増
尾
伸
一
郎
「
母
と
子
の
絆
と
孝
養
を
説
く
『
父
母
恩
重
經
』」（
増
尾
伸
一
郎
・
丸
山
宏
編
『
道
教
の
經
典
を
読
む
』
所
収
。

大
修
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
は
八
世
紀
初
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
し
（p.150

）、
砂
山
稔
「
現
報
・
七
寺
と
恩
重
・
重
胞
―
―
増
尾
伸
一
郎
『
道

教
と
中
國
撰
述
佛
典
』
書
評
か
ら
『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』
成
立
年
代
攷
へ
―
―
」（『
東
方
宗
教
』
第
一
三
五
号
、
二
〇
二
一
年
）
は
玄
宗
の
開

元
時
代
前
半
（
七
一
三
〜
七
二
七
年
）
の
撰
述
と
す
る
（p.87

）。
本
論
で
は
八
世
紀
前
半
の
撰
述
を
妥
当
と
す
る
。
尚
、
諸
論
の
内
、
秋
月
論
文
の
み
が

『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
基
づ
い
て
『
佛
説
父
母
恩
重
經
』
が
撰
述
さ
れ
た
と
す
る
が
、
謝
明
玲
「
佛
説
父
母
恩
重
經
と
太
上
老
君
説
報
父
母
恩

重
經
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
十
一
号
、
一
九
八
五
年
）
の
作
業
に
よ
り
、『
佛
説
父
母
恩
重
經
』
を
ベ
ー
ス
に
道
典
『
太
上

慈
悲
道
場
消
災
九
幽
懺
』
を
参
照
し
な
が
ら
『
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
』
が
撰
述
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
た
と
言
え
る
。
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（
3
） 『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』（『
正
統
道
藏
』
第
二
冊
所
収
）。『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
は
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は

「
恐
ら
く
は
隋
唐
の
間
の
黄
冠
の
作
で
あ
ろ
う
」（p.472

）
と
し
、Schipper

『
道
藏
通
考
』
は
唐
代
と
し
（p.558

）、
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
は
南

北
朝
の
撰
述
と
す
る
（p.110

）。
秋
月
観
暎
「
道
教
と
仏
教
の
父
母
恩
重
經
」
は
所
謂
三
元
思
想
が
衰
退
し
て
い
く
宋
代
以
降
の
成
立
と
し
（p.26

）、
岡

部
和
雄
「『
父
母
恩
重
經
』
中
的
儒
教
・
佛
教
・
道
教
」
は
「
そ
の
成
立
は
宋
代
以
後
、
明
代
以
前
で
あ
る
」（p.23

）
と
す
る
。
増
尾
伸
一
郎
「
母
と
子

の
絆
と
孝
養
を
説
く
『
父
母
恩
重
經
』」
は
明
代
前
後
の
成
立
と
す
る
（p.150

）。
謝
明
玲
「
佛
説
父
母
恩
重
經
と
太
上
老
君
説
報
父
母
恩
重
經
と
の
関
係

に
つ
い
て
」
は
杜
光
庭
の
著
述
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
唐
末
五
代
以
前
の
撰
述
と
す
る
が
、
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

（
4
） 『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』（『
正
統
道
藏
』
第
一
九
冊
所
収
）。

（
5
） 

道
・
仏
二
教
の
「
父
母
恩
重
經
」
に
関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
秋
月
観
暎
、
岡
部
和
雄
、
増
尾
伸
一
郎
諸
氏
の
論
文
の
他
、
麥
谷
邦
夫

「
眞
父
母
考
―
―
道
教
に
お
け
る
眞
父
母
の
概
念
と
孝
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
國
中
世
社
會
と
宗
教
』）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
尚
、
汪
桂

正
「『
玄
帝
報
恩
經
』
補
正
」（
鄭
開
編
『
水
窮
雲
起
集
：
道
教
文
獻
研
究
的
舊
學
新
知
』
所
収
。
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
滇
西
騰
沖
越

鎮
洞
経
会
が
洞
経
談
演
で
用
い
る
本
経
テ
ク
ス
ト
（「
洞
経
会
本
」）
に
は
『
道
藏
』
本
に
は
な
い
字
句
が
含
ま
れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
汪
論
文
に
拠
る

と
、「
洞
経
会
本
」
は
清
・
乾
隆
年
間
に
『
報
恩
金
科
』
か
ら
抽
出
再
編
さ
れ
た
も
の
が
道
光
二
十
三
年
（
一
八
四
三
）
に
刻
印
出
版
さ
れ
た
も
の
と
さ

れ
る
。
系
統
を
異
に
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
貴
重
で
は
あ
る
が
、
流
布
「
洞
経
会
本
」
は
『
道
藏
』
よ
り
後
出
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
本
論
で
は
参
照
す

る
に
留
め
た
。
滇
西
騰
沖
越
鎮
洞
経
会
に
つ
い
て
は
張
興
榮
『
雲
南
洞
經
文
化
―
―
儒
道
釋
三
教
的
複
合
性
文
化
』（
雲
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

pp.462-464

）
に
紹
介
が
あ
る
。

（
6
） 『
道
門
通
教
必
用
集
』（『
正
統
道
藏
』
第
五
十
三
冊
所
収
）。『
道
門
通
教
必
用
集
』
の
詳
細
な
構
成
に
つ
い
て
は
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』（p.967

）、

Schipper

『
道
藏
通
考
』（p.1012

）
を
参
照
。

（
7
） 『
道
門
定
制
』（『
正
統
道
藏
』
第
五
十
二
冊
所
収
）。

（
8
） 『
道
門
通
教
必
甲
集
』「
序
」
を
参
照
。 

『
道
門
定
制
』
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』（p.965

）、Schipper

『
道
藏
通
考
』

（p.1010

）
を
参
照
。
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は
、
呂
太
古
は
呂
元
素
と
共
に
西
蜀
か
ら
京
師
に
至
り
、
新
た
に
道
経
数
百
巻
を
目
に
し
た
点
を
指
摘

し
て
い
る
。

（
9
）『
道
德
眞
經
集
義
』（『
正
統
道
藏
』
第
二
十
二
冊
所
収
）。
何
心
山
に
就
い
て
は
詳
細
は
不
明
な
が
ら
も
、『
道
德
眞
經
集
義
』
の
編
纂
時
期
を
考
え
れ
ば

元
末
明
初
の
人
物
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、『
道
德
眞
經
集
義
』
第
四
十
九
章
「
聖
人
無
常
心
、
以
百
姓
心
爲
心
」
の
何
心
山
注
が
引
く
「
政
和
注
、
聖

人
之
心
虛
而
能
受
、
靜
而
能
應
、
如
鏡
對
影
、
以
彼
妍
醜
、
如
谷
應
聲
、
以
彼
巨
細
、
何
常
之
有
」
の
徽
宗
注
は
、
現
行
『
宋
徽
宗
御
解
道
德
眞
經
』
の
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「
聖
人
之
心
、
萬
物
之
照
也
。
虛
而
能
受
、
靜
而
能
應
、
如
鑑
對
形
、
以
彼
妍
醜
、
如
谷
應
聲
、
以
彼
巨
細
、
何
常
之
有
」（『
正
統
道
藏
』
第
一
九
冊
所

収
。03/17a/09

）
を
節
略
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
節
略
の
仕
方
が
呉
澄
（
一
二
四
九
〜
一
三
三
三
）『
道
德
眞
經
註
』
が
同
文
に
対
し
て
引
く
「
政
和
注
」

と
全
く
同
じ
で
あ
る
（『
正
統
道
藏
』
第
二
十
一
冊
所
収
。03/15b/06

）。
呉
澄
は
先
行
注
を
引
く
時
、「
司
馬
氏
」「
蘇
氏
」「
王
氏
」「
董
氏
」「
劉
氏
」

等
と
明
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
何
氏
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
は
何
心
山
が
呉
澄
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
歴
代
文
史
要
籍
注
釋
選
刊

　

道
德
眞
經
呉
澄
註
』（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）「
整
理
辯
言
」、
毛
佳
佳
「
元
代
理
學
家
呉
澄
對
『
道
德
眞
經
』
的
解
讀
」（『
四
庫
學
』

二
〇
一
八
年
第
二
期
）
等
に
よ
れ
ば
、
呉
澄
注
は
元
・
大
徳
十
一
年
（
一
三
〇
七
）
の
編
纂
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
津
博
物
館
が
所
蔵
す
る
元
・
趙
孟
頫

の
「
行
書
洛
神
賦
卷
」
の
末
尾
に
何
心
山
な
る
人
物
の
跋
が
見
ら
れ
、「
大
德
庚
子
仲
秋
之
七
日
」（
元
・
大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
））
の
期
日
が
あ
る
。
本

論
で
は
こ
の
跋
を
寄
せ
た
何
心
山
が
当
面
の
注
釈
者
で
あ
る
と
見
做
し
、
お
お
よ
そ
元
朝
末
期
に
活
動
し
た
人
物
と
す
る
。
尚
、
何
心
山
に
は
一
切
の
現

象
は
「
常
道
」
が
具
現
化
し
た
も
の
と
い
う
発
想
が
あ
り
、
そ
れ
が
彼
を
し
て
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
注
目
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何

心
山
『
老
子
』
注
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
何
心
山
『
老
子
注
』
初
探
」（「
第
四
届
全
眞
道
與
老
莊
學
國
際
學
術
研
討
會
」
口
頭
報
告
論
集
。
二
〇
二
四
年
、

於
中
国
・
武
漢
）
を
参
照
。

（
10
） 『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』（『
正
統
道
藏
』
第
十
五
冊
所
収
）。『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は
「
淨
明
之
法
」
に

言
及
し
つ
つ
、「
内
容
、
字
句
か
ら
判
断
す
れ
ば
明
代
の
撰
述
の
可
能
性
が
あ
る
」（p.355

）
と
し
、Schipper

『
道
藏
通
考
』
も
「
淨
明
之
法
」
と
の
関

連
か
ら
明
代
の
成
立
と
す
る
（p.1116

）。
一
方
、
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
は
「
淨
明
道
」
に
言
及
し
つ
つ
も
、
南
宋
或
い
は
元
初
の
成
立
と
す
る

（p.683

）。
本
文
献
に
就
い
て
は
、
秋
月
観
暎
「
道
教
と
仏
教
の
父
母
恩
重
經
」
に
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（
11
） 『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は
「〈
真
武
〉
は
宋
眞
宗
時
の
避
諱
だ
が
、〈
玄
天
〉
二
文
字
が
避

諱
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
経
は
宋
代
以
後
の
道
書
と
思
わ
れ
る
。
…
…
恐
ら
く
は
明
初
の
道
士
の
撰
述
で
あ
ろ
う
」（p.472

）
と
す
る
。
秋
月
観

暎
「
道
教
と
仏
教
の
父
母
恩
重
經
」
は
巻
末
の
趙
宜
眞
の
コ
メ
ン
ト
を
材
料
に
、
宋
の
避
諱
に
よ
っ
て
真
武
と
改
め
ら
れ
て
後
、
元
の
成
宗
の
大
徳
七
年

（
一
三
〇
三
年
）
十
二
月
に
至
っ
て
元
聖
仁
威
玄
天
上
帝
と
加
封
さ
れ
た
以
後
、
十
四
世
紀
以
後
の
成
立
と
す
る
（p.25

）。
王
光
德
、
楊
立
志
著
『
武
當

道
教
史
略
』
は
『
道
門
定
制
』
が
引
く
「
眞
武
靈
應
眞
君
報
父
母
恩
德
經
」
を
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
と
見
做
し
た
上
で
、「
本
経
が
南
宋
初
に

は
既
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
後
に
〈
真
武
〉
が
〈
玄
天
上
帝
〉
と
昇
格
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
題
目
も
改
め
ら
れ
た
」（『
武
當
文
化
叢
書

精
選　

武
當
道
教
史
略
、
中
國
地
圖
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、p.48

。
旧
版
、
華
文
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
と
指
摘
し
、
岡
部
和
雄
「『
父
母
恩
重
經
』

中
的
儒
教
・
佛
教
・
道
教
」
は
「
本
経
の
成
立
は
遅
く
、
十
四
世
紀
以
降
と
思
わ
れ
る
」（p.23

）
と
す
る
。
増
尾
伸
一
郎
「
母
と
子
の
絆
と
孝
養
を
説
く

『
父
母
恩
重
經
』」
は
明
代
前
後
の
成
立
と
す
る
（p.150

）。
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
は
玄
元
上
帝
の
信
仰
状
況
か
ら
南
宋
・
寧
宗
期
以
前
の
撰
述
と
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す
る
（p.905

）。
本
論
で
は
南
宋
一
二
〇
〇
年
以
前
の
撰
述
と
見
做
す
。
尚
、『
太
上
眞
一
報
父
母
恩
重
經
』
と
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
撰
述

時
期
に
つ
い
て
明
代
と
す
る
説
が
見
ら
れ
る
の
は
、
浄
明
道
、
武
当
道
教
と
い
う
明
代
に
盛
ん
と
な
る
文
化
現
象
の
中
に
こ
れ
ら
を
位
置
付
け
よ
う
と
し

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（
12
） 
秋
月
観
暎
「
道
教
と
仏
教
の
父
母
恩
重
經
」
は
主
と
し
て
『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
に
依
っ
て
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
の
内
容
を
概
説
す
る
。

（
13
）「
洞
経
会
本
」
で
は
、「
若
世
衆
生
」
の
前
に
、『
道
藏
』
本
に
は
な
い
十
四
字
が
見
ら
れ
る
。

（
14
） 

こ
の
記
述
は
、
先
行
す
る
道
教
の
「
父
母
恩
重
經
」
で
「
其
中
非
一
因
以
喪
身
、
幼
小
嬰
孩
、
提
携
養
育
、
洗
浣
穢
濁
、
不
憚
艱
辛
、
寜
損
己
身
、
欲

兒
寜
處
」（『
太
上
眞
一
報
告
父
母
恩
重
經
』01b/01

）
等
の
よ
う
に
父
母
の
具
体
的
肉
体
が
疲
弊
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
る
も
の
に
、
そ
の
根
底
に
存
在

す
る
よ
り
本
質
的
存
在
を
意
味
す
る
「
始
相
」
の
観
念
を
加
え
た
も
の
と
言
え
る
。

（
15
） 『
道
德
眞
經
集
義
』
第
五
十
六
章
に
「
知
者
不
言
、
言
者
不
知
。
塞
其
兌
、
閉
其
門
。
挫
其
鋭
、
解
其
紛
。
和
其
光
、
同
其
塵
。
是
謂
玄
同
」
の
何
心
山

注
に
「
塞
其
兌
者
、
悦
不
以
道
、
不
悦
。
閉
其
門
者
、
由
不
以
道
、
不
由
也
。
挫
其
鋭
者
、
破
險
峻
之
圭
角
也
。
解
其
紛
者
、
離
邪
見
之
纏
網
也
。
和
其

光
者
、
守
智
如
愚
也
。
同
其
塵
者
、
忘
機
混
迹
也
。
此
六
者
必
以
其
道
、
則
行
眞
歸
道
、
能
通
其
玄
德
、
與
天
爲
徒
、
故
曰
玄
同
」（『
道
德
眞
經
集
義
』

08/06a/06

）
と
見
ら
れ
る
。
先
に
指
摘
し
た
何
心
山
の
第
五
十
二
章
注
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
何
心
山
が
『
玄
天
上
帝
説
報
父
母
恩
重
經
』
に
依
っ
て
い

る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
16
）「
洞
経
会
本
」
で
は
「
然
後
」
の
後
ろ
に
「
修
積
」
の
二
字
が
あ
り
、
文
脈
が
よ
り
明
確
で
あ
る
。

（
17
） 『
道
門
通
教
必
用
集
』（『
正
統
道
藏
』
第
五
十
三
冊
所
収
）。

（
18
） 

拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
19
） 『
玄
門
報
孝
追
薦
儀
』
が
儒
教
的
忠
孝
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
黄
勇
「
儒
釋
道
三
教
融
合
共
生
與
道
教
的
自
我
調
適
」（『
四
川
大
學

學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
八
年
第
三
期
）、
劉
仲
宇
「
道
教
倫
理
觀
點
的
特
點
與
内
涵
之
討
論
」（『
中
國
道
教
』
二
〇
一
九
年
第
三
期
）
等
を

参
照
。

（
20
） 

趙
宜
眞
に
つ
い
て
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は
「
趙
宜
眞
は
淨
明
道
の
第
四
祖
で
あ
る
」（p.920

）
と
す
る
。

（
21
） 「
且
玄
元
聖
祖
、
八
十
一
次
顯
爲
老
君
、
八
十
二
次
變
爲
玄
武
。
故
知
玄
武
者
、
老
君
變
化
之
身
、
武
曲
顯
靈
之
驗
」（『
太
上
説
玄
天
大
聖
眞
武
本
傳
神

咒
妙
經
』。『
道
藏
』
第
二
十
八
冊
所
収
、02/04b/08

）、「
昔
大
羅
境
上
無
慾
天
宮
、
淨
樂
國
王
善
勝
皇
后
、
夢
而
吞
日
、
覺
乃
懷
孕
。
其
母
氣
不
納
邪
、

日
常
行
道
、
既
經
一
十
四
月
、
乃
及
四
百
餘
辰
。
於
開
皇
元
年
甲
辰
之
歳
三
月
三
日
午
時
、
降
誕
於
王
宮
、
相
貌
殊
倫
。
後
既
長
成
、
遂
捨
家
辭
父
母
、

入
武
當
山
修
道
。
四
十
二
年
、
功
成
果
滿
、
白
日
升
天
。
玉
皇
有
詔
、
封
爲
太
玄
、
鎮
於
北
方
。
顯
迹
之
因
、
自
此
始
也
」（『
同
』、03/01b/02

）。「
天
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尊
告
曰
、
昔
有
淨
樂
國
王
與
善
勝
皇
后
、
夢
吞
日
光
、
覺
而
有
娠
、
懷
胎
十
四
箇
月
。
於
開
皇
元
年
甲
辰
之
歳
三
月
建
辰
初
三
日
午
時
、
誕
於
王
宮
。
生

而
神
靈
、
長
而
勇
猛
。
不
統
王
位
、
唯
務
修
行
。
輔
助
玉
帝
、
誓
斷
天
下
妖
魔
、
救
護
羣
品
。
日
夜
於
王
宮
中
、
發
此
誓
願
、
父
王
不
能
禁
制
。
遂
捨
家
、

辭
父
母
、
入
武
當
山
中
、
修
道
四
十
二
年
。
功
成
果
滿
、
白
日
登
天
」（『
元
始
天
尊
説
北
方
眞
武
妙
經
』。『
道
藏
』
第
二
冊
所
収
、03a/03

）。『
元
始
天

尊
説
北
方
眞
武
妙
經
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は
「
本
文
献
は
北
宋
以
後
の
作
」（p.26

）
と
し
、Schipper

『
道
藏
提
要
』
は
明

代
と
す
る
（p.1196

）。

（
22
） 『
虛
皇
天
尊
初
眞
十
戒
文
』
に
「
按
傳
曰
、
仙
經
萬
卷
、
忠
孝
爲
先
。
蓋
致
身
事
君
、
勤
勞
王
事
、
所
以
答
覆
庇
之
恩
也
」（『
虛
皇
天
尊
初
真
十
戒

文
』。『
道
藏
』
第
五
冊
所
収
、01b/01

）
と
見
ら
れ
る
。『
虛
皇
天
尊
初
真
十
戒
文
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
てSchipper

『
道
藏
通
考
』
は
唐
代
以
降
と
し

（p.587

）、
朱
越
利
『
道
藏
分
類
解
題
』（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
は
宋
代
と
し
（p.39

）、
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
は
南
北
朝
と
す
る
（p.281

）。

（
23
） 

不
明
。
或
い
は
『
太
極
眞
人
説
二
十
四
門
戒
經
』
に
「
眞
人
又
曰
、
凡
欲
學
道
、
先
須
齋
戒
、
洗
心
防
患
。
持
戒
功
德
、
多
於
微
塵
。
微
塵
之
數
、
見

而
可
量
。
齋
戒
之
功
、
无
窮
无
盡
。
一
人
持
戒
、
九
祖
生
天
、
合
家
蒙
恩
」（『
太
極
真
人
説
二
十
四
門
戒
經
』。『
道
藏
』
第
五
冊
所
収
、07a/07

）
と
あ

る
の
が
該
当
す
る
か
。『
太
極
眞
人
説
二
十
四
門
戒
經
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』（p.133

）、Schipper

『
道
藏
通
考
』（p.545

）、

朱
越
利
『
分
類
解
題
』（p38

）
は
唐
代
と
し
、
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
は
南
北
朝
と
す
る
（p.284

）。

（
24
） 『
増
壹
阿
含
經
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
巻
二
、p.602c

〜603a

）。

（
25
） 「
妙
有
眞
境
、
彌
羅
上
宮
。
曩
示
現
國
王
之
身
、
即
根
本
帝
尊
之
質
。
始
相
湛
寂
、
實
至
玄
至
妙
以
難
言
」（『
太
上
元
始
天
尊
説
寶
月
光
后
聖
母
天
尊
孔

雀
明
王
經
』05a/01

。『
道
藏
』
五
十
七
冊
所
収
）。
本
経
に
つ
い
て
、
任
繼
愈
『
道
藏
提
要
』
は
撰
者
不
詳
と
し
つ
つ
も
、
張
國
祥
に
言
及
し
な
が
ら
南

宋
以
後
の
撰
述
と
す
る
（p.1135

）。『
道
藏
通
考
』
は
現
行
本
は
明
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
（p.1223

）。
蕭
登
福
『
道
藏
總
目
提
要
』
は
元
末
明
初

の
撰
と
す
る
（p.1889

）。

（
26
） 『
太
上
元
始
天
尊
説
孔
雀
經
白
文
』（『
道
藏
』
五
十
七
冊
所
収
。12b/03

）

（
27
） 「
太
和
紫
霄
宮
李
提
點
」
は
、『
大
明
玄
天
上
帝
瑞
應
圖
録
』（『
道
藏
』
第
三
十
三
冊
所
収
）
が
収
め
る
「
御
製
大
嶽
太
和
山
道
宮
之
碑
」
の
「
永
樂

十
一
年
（
一
四
一
三
）
九
月
十
一
日
」
の
勅
に
、「
太
玄
紫
霄
宮
、
以
李
幽
巖
・
胡
古
崖
爲
提
點
」（05b/02

）
と
見
ら
れ
る
「
李
幽
巖
」
が
相
当
す
る
か
。

（
28
） 

張
國
祥
は
正
一
派
第
五
十
代
天
師
。
清
・
婁
近
垣
纂
『
重
修
龍
虎
山
志
』
に
依
れ
ば
、
字
は
心
湛
と
さ
れ
る
（『
中
國
道
觀
志
叢
刊
』
二
十
五
冊
。
江
蘇

古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。p.209

）。
小
柳
司
氣
太
『
白
雲
觀
志
』（
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
四
年
。p.347

）
に
紹
介
が
見
ら
れ
る
。
尚
、
張
國
祥
の

生
没
年
に
つ
い
て
は
、
楊
志
華
・
伍
常
安
・
段
育
達
編
『
江
西
人
物
志
』（
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。p.212

）
を
始
め
と
し
て
卒
年
を
一
六
一
一
年

と
す
る
の
が
一
般
の
よ
う
だ
が
、
王
文
賞
「『
龍
虎
山
志
』
的
編
纂
及
元
本
・
張
本
・
婁
本
間
的
承
變
」（『
宗
教
學
研
究
』
二
〇
一
六
年
第
四
期
）
は
こ
れ
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に
異
を
唱
え
て
、
一
五
六
一
〜
一
六
二
三
と
す
る
。

（
29
） 

尚
、
明
・
万
暦
年
間
に
活
動
し
た
泰
山
の
全
真
教
道
士
・
周
玄
貞
撰
の
『
皇
經
集
註
』
は
、『
太
上
元
始
天
尊
説
寶
月
光
后
聖
母
天
尊
孔
雀
明
王
經
』
と

同
文
を
引
用
し
且
つ
注
釈
を
付
し
、「
妙
有
眞
境
、
彌
羅
上
宮
﹇
上
宮
、
玉
帝
聖
父
宮
名
﹈。
曩
﹇
音
向
﹈
示
現
國
王
之
身
﹇
曩
、
昔
時
徃
劫
也
。
昔
顯
示

化
現
光
嚴
妙
樂
國
王
身
﹈、
即
根
本
帝
尊
之
質
﹇
即
根
本
萬
天
聖
帝
慈
尊
之
體
質
﹈。
始
相
湛
寂
﹇
聖
父
、
道
化
宗
始
、
妙
相
湛
然
常
清
、
寂
然
不
動
﹈、
實

至
玄
至
妙
以
難
言
﹇
湛
寂
始
相
、
實
至
玄
遠
、
至
神
妙
、
而
難
以
言
議
﹈」（『
皇
經
集
註
』1/23a/02

。『
道
藏
』
第
五
十
七
冊
所
収
）
と
、「
始
相
」
の

語
を
、「
國
王
之
身
」
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
存
在
の
根
底
に
あ
る
よ
り
本
質
的
あ
り
方
で
あ
る
「
聖
父
」
と
見
做
し
、「
湛
然
常
清
、
寂
然
不
動
」
の

語
で
「
妙
相
」
を
解
釈
し
て
い
る
。
周
玄
貞
に
つ
い
て
は
、
周
郢
「
陶
山
護
國
永
寧
宮
與
萬
暦
宮

―
―
兼
述
新
發
現
的
周
玄
貞
史
料
」（『
中
國
道
教
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
）、
張
琰
「
明
代
高
道
周
玄
貞
生
平
事
迹
考
―
―
以
新
發
現
的
周
法
主
墓
表
爲
中
心
」（『
中
國
道
教
』
二
〇
一
五
年
第
二
期
）
を
参

照
。

（
30
） 『
小
品
般
若
波
羅
蜜
經
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
八
巻
所
収
。p.554b

）。

（
31
） 

道
典
の
「
本
相
」
に
就
い
て
は
、
釋
明

「
決
對
傅
奕
廢
佛
法
僧
事
并
事
」
が
「
本
行
迴
爲
本
相
」（『
廣
弘
明
集
』
所
収
。『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第

五
十
二
巻
「
史
傳
部
四
」
所
収
。p.169b
）
と
仏
典
の
「
本
行
」
の
語
を
道
教
が
「
本
相
」
と
作
り
変
え
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
詳
細
は
、
拙
著
『
唐
初

道
教
思
想
史
研
究
―
―
『
太
玄
眞
一
本
際
經
』
の
成
立
と
思
想
―
―
』（
平
樂
寺
書
店
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
32
） 『
大
乘
起
信
論
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
三
十
二
巻
所
収
。p.576a

）。

（
33
） 『
宗
鏡
録
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
四
十
八
巻
所
収
。p.509

上
）。

（
34
） 

拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
。pp.113-114

）
を
参
照
。

（
35
） 

宋
代
に
於
け
る
真
武
信
仰
に
つ
い
て
は
、『
武
當
道
教
史
略
』 （pp.37-69

）、
劉
固
盛
・
梅
莉
・
胡
軍
著
『
湖
北
道
教
史
』 （
華
中
師
範
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
。pp.101-261

） 

を
参
照
。

※ 

本
論
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
「
禅
研
究
班
」
第
十
回
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
四
月
二
十
七
日
、
於
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
本
館
）

に
於
け
る
口
頭
報
告
に
基
づ
く
。
研
究
会
に
招
聘
し
て
く
だ
さ
っ
た
何
燕
生
氏
（
郡
山
女
子
大
学
教
授
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
福
谷
彬
氏
（
京
都
大
学
准

教
授
）
の
お
二
人
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
本
論
で
は
逐
一
注
記
し
な
か
っ
た
が
、
質
疑
応
答
で
の
お
二
人
の
ご
意
見
に
は
深
く
啓
発
さ
れ

た
。
ま
た
、
学
内
査
読
し
て
下
さ
っ
た
査
読
員
の
ご
指
摘
に
対
し
て
も
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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